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生活科学習指導案 

指導者  川原 穂乃華 

１ 日 時  令和５年 １１月 １０日（金） 第５校時 

２ 場 所  多目的教室 

３ 学 年  第２学年 男子８名 女子１３名  計２１名 

４ 単元名  「せかいでひとつわたしのおもちゃ」 

５ 単元について 

○児童観 

本学級の児童は，１年生の時，夏に水遊びのおもちゃを作ったり，秋に松ぼっくりを使ったけん玉

を作ったりするなど，季節に合ったおもちゃ作り，伝承玩具を使った「昔の遊び」を楽しんできた。

そのときの経験から，自分たちの遊びをよりよくするためにおもちゃ作りをすることに関心がある。   

また，昨年度２年生児童のおもちゃランドに招待してもらった経験から，他学年を招待して自分た

ちの作ったおもちゃで遊んでもらいたいという思いをもっている。これまでの経験で得られたおもち

ゃ作りの知識を発展させ，本単元では，身の回りにある材料を利用し，「面白い動き」に着目してお

もちゃを自分で作る楽しさを十分に堪能すると共に，友だちと関わりながら協力してみんなで遊ぶ楽

しさを実感することができるようにしたい。 

本学級の児童に，生活科についてのアンケートを行ったところ，結果は次の通りとなった。           

（肯定的評価／２１人中） 

課
題 

発
見
力 

１ 身の回りのものやできごとから自分が調べてみたいことをみつけています。 １５ 

２ 友達や，地域の人が，悩んでいたら助けてあげたり，応援したりしたいと思います。 １９ 

課
題
解
決
力 

３ 「たぶんこうではないかな。」「こうすればできるのではないか。」と考えています。 １９ 

４ 課題を解くために，進んで本を探したりインタビューしたりしています。 １４ 

５ 相手のことを考えたり，伝えたいことや伝え方を選んだりしています。 １７ 

６ 調べたことや考えたことなどを，絵などにまとめています。 １７ 

７ 調べたことや友達の意見を比べたり，仲間分けしたりして，何が分かるか考えています。 １７ 

８ 友達と話し合うなどして新しい考えに気付くことができています。  １７ 

９ 自分の考えと理由を相手に分かりやすくなるように発表を工夫しています。 １６ 

10 自分の考えを進んで伝えています。 １６ 

11 みんなと話し合う時，みんなが納得のいく考えをつくろうとしています。 １６ 

振
り
返
り
力 

12 学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか。」「学習方法でうまくいったこと

や失敗したことなどの理由」を考えています。 
１６ 

13 学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこと」「もっと調べてみたいこと」

「もっと工夫してみたいこと」などを考えています。 
１７ 

 14 自分の住んでいる地域のことが好きです。 １９ 

 

アンケートの結果から，概ね肯定的な評価をする児童が多いことが分かった。しかし，その中でも，

いくつかの項目が他の項目に比べて割合が低い傾向にあった。 

課題発見力に関わっては，「身の回りのものやできごとから自分が調べてみたいことをみつけてい

ます。」の項目である。これまでの生活科「新しいこといっぱい」や「とび出せ！町のたんけんたい」

の単元では，教師が示したものについて探究する場面が多く，自分で調べたいことを見つける機会が

少なかったためと考えられる。遊びについては自分でやりたいことを見つけられる児童が多いため，

その意欲を生かして学習を進めていく必要がある。 

課題解決力に関わっては，「課題を解くために，進んで本を探したりインタビューしたりしていま

す。」の項目である。これまでの生活科「大きくそだてわたしのやさい」の単元や他教科の学習で，

本を用いての情報収集を行ったことがある。しかし，インタビューを行って情報収集をする機会が少
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なかったため，肯定的評価が低い傾向になったと考える。 

「友達や，地域の人が，悩んでいたら助けてあげたり，応援したりしたいと思います。」「『たぶ

んこうではないかな。』『こうすればできるのではないか。』と考えています。」の項目において肯

定的な評価をする児童が多かった。これまでの学習で，班に分かれて一緒に動植物の世話をしたり，

学級活動を行ったりしてきたからだと考える。試行錯誤を繰り返しながら同じ課題に向かって協働す

ることでこの力がさらに伸びると考えられる。 

 

○単元観 

本単元では，身近にある物を使って動くおもちゃを作って遊ぶ活動を通して，試行錯誤を繰り返し

ながらもおもちゃや遊び全体を工夫し，おもちゃの動きや面白さ，不思議さに気付き，みんなで協力

して遊びを楽しんだり創り出したりできるようにすることをねらいとしている。 

 

○指導観 

指導に当たっては，課題発見力・課題解決力・振り返り力をつけるために以下の工夫を取り入れ

る。 

課題発見力 子どもたちが遊びながら試行錯誤を繰り返し，気付きが生まれるように，

「作る」スペースだけでなく，作ったおもちゃを「動かして試す」スペースを

確保しておく。またそのスペースでは，①個々に遊んで楽しむ，②友だちと競

ったり比べたりして遊ぶ，③友だちとさらに遊びを発展させ，ルールを作るな

ど工夫して遊ぶ中でおもちゃの動きを高めるための気付きが生まれるよう，声

掛けを行う。 

課題解決力 単元を進める中で，生み出したいおもちゃの動きや招待する人たちが楽しめ

るおもちゃを作るために必要なことを話し合い，実践する。 

伝え合ったり，友だち同士で見せ合ったり，遊んだりする活動で，子どもた 

ちが様々な考えや思いに触れ，自分の思考を高めたり，深めたりできるよう，

一人でおもちゃ作りに没頭する時間をもちながらも，クラス全体が他者と関わ

る時間を設定したり，教師が声をかけて個々をつなげたりしていく。 

また，様々な素材の特徴や動きの面白さに気付けるようにいろいろな大きさ

や強度の材料を用意しておいたり，児童に持ってこさせたりする。 

課題解決の経験を積むなかで，自分の目的や役割をもって活動したり，みん

なで協力する活動を行ったりして，学級としての課題解決力も高めていく。 

振り返り力 振り返りを行うタイミングは小単元ごととし，工夫した点が分かるように，

「工夫する前と工夫した後の動きの違い」，「何をどのように変えたのか」，

「何のために工夫したのか」の振り返りの視点を示して振り返りをさせる。 

    

〇単元の目標 

日常生活の中にある様々な物を使って遊ぶ活動を通して，遊びや遊びに使う物を工夫して動くおも

ちゃを作ることができ，その動きの面白さや不思議さに気付くとともに，みんなと楽しみながら遊び

を作り出そうとすることができる。 
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６ 評価規準 

 

７ 単元におけるルーブリック（思考力・判断力・表現力等） 

 
Ａ Ｂ Ｃ 

項目 みんなで遊ぶことについ

て，楽しく遊ぶための約束や

ルールを考えながら，より面

白くなるよう遊びを工夫した

り，相手や場面に合わせて説

明の仕方や掲示物を考えたり

している。 

 

みんなで遊ぶことについ

て，楽しく遊ぶための約束や

ルールを考えながら，より面

白くなるよう遊びを工夫して

いる。 

 

みんなで遊ぶことについ

て，楽しく遊ぶための約束や

ルールを考えながら，より面

白くなるよう遊びを工夫する

ことができていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価

の 

観 点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 課題発見力・課題解決力 振り返り力 

単 

元 

の 

評 

価 

規 

準 

 

 

①日常生活の中にある様々な

物の特徴を活かして面白い

動きをするおもちゃを作

り，遊びを工夫したり遊び

を作りだしたりすることの

面白さに気付いている。 

②みんなで楽しく遊ぶ際，道

具や用具の準備や片付け，

掃除，整理整頓をしてい

る。 

③遊びにはそれぞれに約束や

ルールがあり，それを守っ

て遊ぶことでより楽しくな

ることに気付いている。 

①楽しみたい遊びを思い描き

ながら比べたり，試した

り，見立てたりしながら工

夫しておもちゃを作ってい

る。 

②おもちゃを改良したり，よ

り面白い動きになるように

考えたりして，よりよい遊

びを工夫している。 

③みんなで遊ぶことについ

て，楽しく遊ぶための約束

やルールを考えながら，よ

り面白くなるよう遊びを工

夫している。 

 

①身近にある素材を選び，

「面白い動きをするおもち

ゃを作りたい」，「作った

おもちゃで友だちと遊びた

い」など思いや願いをもっ

て作ろうとしている。 

②友だちの良さを取り入れた

り，自分との違いを生かし

たりして，遊びを楽しくし

ようとしている。 

③みんなで楽しく遊びたいと

いう思いや願いをもって，

友だちと関わったり，話し

合ったりしながら，粘り強

く遊びを創り出そうとして

いる。 
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８ 学習過程ごとの主な学習活動（全１５時間） 

  ★＝立ち止まりポイント 

（本当にこれでいいのか，壁にぶつかったときどうすればよいのか考える場面） 

時数 学習過程ごとの主な学習活動 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月】 

〇おもちゃを作って遊ぶ。 

・身近にある物(紙，ひも，ポリ袋，空き缶，空き容器，ストロー，割りばし，ペットボト

ル，牛乳パック，紙コップ，トレイ，輪ゴム，磁石など)を使って遊ぶ。 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題：おもちゃを進化させよう。 

 

〇より面白いおもちゃを作るために必要なものを考える。 

★身近にある物の特徴を活かしてより面白い遊びを創り出すにはどのようにすればよいか 

 考える。 

 ・必要な材料や道具を考える。 

・広々と作業ができる場所を確保するにはどうすればよいか考えて校長先生に頼みに行く。 

・道具や場所の使い方について約束やルールを考える。 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

〇試行錯誤しながら自分でおもちゃを作る。 

 ★もっと面白いおもちゃを作るために必要なことを考える。 

 ・おもちゃラボ（休憩時間等にもアイデアを形にできるような道具や材料が置かれている作

業スペース）を作る。 

 

課題：もっと面白いおもちゃを作ろう。 

 

単元のテーマ 

 せかいでひとつのおもちゃを作ろう。 

〇おもちゃの作り方や材料の活かし方について調べる。 

 ・学校図書館を利用しておもちゃの作り方や材料の活かし方を調べる。 

 ・教員や家族に聞いておもちゃの作り方や材料の活かし方を調べる。 

 ・上級生に聞いておもちゃの作り方や材料の活かし方を調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇調べたことを活かしておもちゃを作る。 

 

〇おもちゃ作りについて「工夫する前と工夫した後の動きの違い」，「何をどのように変えた

のか」，「何のために工夫したのか」について振り返りを行う。 

・面白いおもちゃを作れたことから，友達に遊んでもらいたいという思いをもつ。 
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１ 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月】 

課題：友だちに遊んでもらうために約束やルールを考えよう。 

 

○友だちに楽しく遊んでもらうために約束やルールを考える。 

 ・遊び方の説明，約束やルールを考える。 

 

〇友だちのおもちゃで遊ぶ。 

 ・自分のおもちゃの遊び方について説明する。 

・友だちのおもちゃで遊んでみる。 

★友だちのおもちゃで遊んでみて自分のおもちゃに取り入れたいことについて考える。 

★誰もが楽しく遊ぶためにはどうすればよいか考える。 

 

○改良に必要な情報を集める。  

・友だちにインタビューする。 

・学校図書館で調べ学習をする。 

・教員にアイデアをもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

課題：協力してゲームコーナーを作ろう。 

 

〇自分のおもちゃを改良したり，友だちと協力したりしてよりよいおもちゃを考える。 

 ・○○と××を合体させたい。 

 ・○○さんと一緒に～を作りたい。 

 ★役割分担や場所を有効的に使う方法について考える。 
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１ 

 

 

 

〇おもちゃ作りについて「工夫する前と工夫した後の動きの違い」，「何をどのように変えた

のか」，「何のために工夫したのか」について振り返りを行う。 

・より多くの人に遊んでもらいたいという思いをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１１月】 

課題：○○に楽しんでもらえるおもちゃ会場を作ろう。 

 

○グループで約束やルールについて話し合う。 

・招待する相手に楽しんでもらえるような約束やルールを考える。 

 ・景品作りをする。 

 

〇教室内の場所割りについて学級全体で話し合う。 

 ・招待する相手に楽しんでもらえるようにゲームコーナーの配置を考える。 

 

〇自分のグループのコーナーの会場図を作る。 

 ・待っている人の場所 

 ・おもちゃを置く場所 

 ・ルール説明などの看板 

 ・自分たちの作業スペース など 

〇コーナーを作ってみてほかのグループに遊んでもらい，改良する。(本時) 

 ★うまくいかないところに気付く。 

 ・必要に応じて招待する相手と年齢層が同じ人を招待してリハーサルをする。 

 

〇コーナーの会場図を改良する。 

 

課題：招待状を作ったり，開場のための準備をしたりしよう。 

 

○どんな招待状だったら来たくなるか考える。 

 ・紙の大きさ 

 ・説明の文章  

・レイアウト など 

 

 

 

 

 

 

重いとすぐ近くに落ちてしまうから軽くできるように投

げ輪を細くしてみよう。 

たたいてもいいように強くしたいから新聞紙

を重ねて丸めて骨組みを作った方がいいね。 

あそぶレベルを選

ぶことができたから

楽しかったです。 
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１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループで招待状を作る。 

・招待状を渡しに行くための練習をする。 

 ★ほかのグループからアドバイスをもらい，推敲する。 

・言葉遣いや姿勢，声の大きさなどに気を付けて招待状を渡しに行く。 

 

〇役割分担をして会場準備を行う。 

 [役割]  

・司会進行 

 ・点数係 

 ・景品係 

 ・誘導係 など 

[会場準備] 

 ・飾り付け 

 ・誘導のためのテープ引き など 

 

課題：○○にゲームを楽しんでもらおう。 

 

〇ゲームコーナーを運営する。 

 ・司会進行や点数整理など自分の役割を果たす。 

 ・招待した人に合わせた言葉を使って話す。 
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〇ゲームコーナー運営について「何をどのように変えたのか」，「何のために工夫したの 

か」，「友だちと協力して活動できたか」について振り返りを行う。 

 ・振り返りや友達の良かったところを共有し，達成感をもつ。 
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９ 本時の学習 

（１）本時の目標 

  前時で作ったゲームコーナーでほかのグループに遊んでもらう活動を通して，さらにうまくいくよ 

うに会場を改良したり，楽しく遊ぶためのルールを考えたりして，より面白くなるよう遊びを工夫す

ることができる。 

（２）本時の評価規準 

  みんなで遊ぶことについて，楽しく遊ぶための約束やルールを考えながら，より面白くなるよう遊

びを工夫している。 

（３）準備物 

   〔指導者〕 工作道具，材料 〔児 童〕 会場図 

（４）学習の展開 （１２／１５時間） 

学習活動 

○指導者 ・予想される児童の発言 

・指導上の留意事項 

○評価規準および判断基準（方法） 

１ 前時の振り返りを行い，本時の活動を確認す

る。（３分） 

○これまでの活動の流れを確認しましょう。 

・前の時間に友だちにもらったアドバイスをも

とにゲームコーナーをもっとよくしたいで

す。 

 

 

 

 

 

２ 活動の流れを確認する。（２分） 

○この時間にすることを確認します。 

 

 ①前時にもらったアドバイスを確認する。 

 ②アドバイスを仲間分けする。 

 ③アドバイスをもとに改良する。 

 

３ もらったアドバイスを確認する。（５分） 

 ・的が小さいので１年生には難しいかもしれま

せん。点数が低い範囲はもっと大きく作って

もいいのではないでしょうか。 

 ・待っている時間が長かったので１度に遊べる

人数を増やしてみたらどうでしょうか。 

 ・何度も使うとストローが折れてしまうのでも

っと強くした方がいいかもしれません。 

                    など 

 

４ アドバイスを仲間分けする。（８分） 

 ・優先順位 

 ・すぐできる／時間がかかる 

 ・おもちゃについて／運営について など 

 

５ アドバイスを基にゲームコーナーを改良す

る。（２０分） 

 ・的を大きく作り直して大きい範囲の点数を考

え直してみよう。 

・もっと強くするためにセロハンテープなどで

補強したらいいかもしれないよ。 

 

・活動の写真を提示し，本時までの学習を振り返

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・活動の流れを提示し，本時の授業の見通しをも

てるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・前時に付箋でもらったアドバイスと自分たちの

おもちゃを結び付けて考えられるように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童がアドバイスを仲間分けしやすいようにピ

ラミッドチャートなどの思考ツールが書いてあ

る紙を用意する。 

 

・改良の手立てを見つけられない児童には参考図

書を用いて改良できるようにする。 

〇みんなで遊ぶことについて，楽しく遊ぶための

約束やルールを考えながら，より面白くなるよ

う遊びを工夫している。 

（活動する姿・発言） 

もらったアドバイスをもとにゲームコーナー

をより面白くなるようしんかさせよう。 



【神石高原町】三和小学校 

 

６ 片づけを行う。（５分） 

 

７ 活動の進度について振り返りを行う。 

（２分） 

○ゲームコーナーの改良を続けたいグループは

ありますか。別の課題を解決したいグループ

はありますか。 

・このままゲームコーナーの改良を続けたいで

す。 

・改良もほとんどできたので次の時間では自分

たちで遊んでみたいと思います。 

 
 

・振り返りの視点を示して次時への見通しをもた

せる。 

 

１０ 板書計画 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーポイントでこれまでの振り返りを提示する。 

 

 

 

学しゅうのながれ 

もらったアドバイスをもとにゲームコーナーをしんかさせよう。 

おもちゃ作り 

写真 

ラボ作り 

写真 

改良中 

写真 

友達と作る 

写真 

調べ学習 

写真 

リハーサル 

写真 

グループで作る 

写真 

開場 

写真 

①前時にもらったアドバイスを確

認する。 

  

 ②アドバイスを仲間分けする。 

  

 ③アドバイスをもとに改良する。 

 

なかま分けのし点 

だいじ すぐできる 時間がかかる 


